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はじめに  

 

グローバル社会や情報化社会が急速に進展する中で，各分野で求められ

る専門能力を身に付けさせる前提として，人間として踏まえるべき倫理観

や道徳性が重要になってきます。また，社会問題になっているいじめ防止

の観点からも，社会性や規範意識，善悪を判断する力，思いやりや弱者へ

のいたわりなどの豊かな心を育む道徳教育の改善・充実が一層求められて

います。  

 

このような中で，平成 27 年３月に，小・中学校の学習指導要領の一部

改正が行われ，「道徳の時間」が「特別の教科 道徳」（以下「道徳科」と

いう。）として新たに位置付けられ，小学校は平成 30 年度から，中学校は

平成 31 年度から，全面実施されることとなりました。今回の改正では，

発達の段階に応じ，答えが一つではない道徳的な課題を一人一人の児童生

徒が自分自身の問題と捉え，向き合う「考え，議論する道徳」へと質的転

換を図り，自己の生き方について，主体的に学ぶことが求められています。 

 

本県においては，平成 26 年 12 月に，「広島版『学びの変革』アクショ

ン・プラン」を策定し，学習者を基点とした能動的で深い学びである「主

体的な学び」を平成 30 年度からの全県展開に向けて，道徳をはじめとす

る授業で，着実に実践しているところです。このことは，本県の道徳の授

業が，全国に先駆け，「主体的な学び」の授業実践を行っていくというこ

とでもあります。 

 

道徳科における「主体的な学び」が確実に実現するために，各学校で，

道徳科を踏まえた校内研修を計画的に行う必要があります。その際の参考

資料として活用していただくために，平成 27 年３月に作成した「道徳教

育研修ハンドブック」を改訂しました。各学校において，本書を活用し，

学校の教育活動全体で行う道徳教育を推進し，児童生徒の豊かな心の育成

に役立てていただくことを期待します。  

 

平成 29 年３月 

広島県教育委員会豊かな心育成課  

課長 山垣内 雅彦  
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道徳教育はすべての学校段階において一貫して取り組むべきものであり，幼稚園，小・中・高等学校の学校段階や小学校の低・中・高学年の各学年段階ごとにその重点を明確にし，より効果的な指導が行われるようにすることが必要です。 

    

１ 道徳教育の基礎・基本 

（１）学校段階に応じた道徳教育                 
ア 道徳教育のねらい                    
イ 道徳教育の進め方                                  

 学校における道徳教育は，児童生徒がよりよく生きるための基盤となる道徳性を養うことを目標としており，児童生徒一人一人が将来に対する夢や希望，自らの人生や未来を拓いていく力を育む源となるものでなければならい。 道徳教育を通じて育成される道徳性は，「豊かな心」はもちろん，「確かな学力」や「健やかな体」の基盤ともなり，児童生徒の「生きる力」を根本で支えるものです。 

高等学校の道徳教育は，小・中学校と異なり道徳科が設けられていないので，小・中学校における道徳教育を踏まえつつ，教育活動全体を通じて指導するための配慮が必要です。 

道徳教育を進めるため道徳教育を進めるため道徳教育を進めるため道徳教育を進めるためにににに    

小学校 生きる上で基盤となる道徳的価値観の形成を図る指導を徹底するとともに自己の生き方についての指導を充実する。 
高等学校 社会の一員としての自己の生き方を探求するなど人間としての在り方生き方についての自覚を一層深める指導を充実する。 中学校 思春期の特質を考慮し，社会とのかかわりを踏まえ，人間としての生き方を見つめさせる指導を充実する。 
幼稚園  規範意識の芽生えを培う。 

小・中学校…道徳科を要として学校の教育活動全体を通じて行うものであり，道徳科はもとより，各教科，（外国語活動 ※小学校のみ），総合的な学習の時間及び特別活動のそれぞれの特質に応じて，児童生徒の発達の段階を考慮して，適切な指導を行わなければならない。 高等学校…公民科やホームルーム活動を中心に各教科・科目等の特質に応じ学校の教育活動全体を通じて，生徒が人間としての在り方生き方を主体的に探究し豊かな自己形成ができるよう，適切な指導を行う。 
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（２）道徳教育の要としての道徳科 

ア 道徳科の目標      
 

イ 道徳科の特質    
 

 

ウ 道徳科の学習   ○ 道徳的諸価値について理解する 道徳的価値とは，よりよく生きるために必要とされるものであり，人間としての在り方や生き方の礎となるものである。道徳的価値が人間らしさを表すものであることに気付き，価値理解と同時に人間理解や他者理解を深めていくようにする。 価値理解…内容項目を，人間としてよりよく生きる上で大切なことであると理解する。 人間理解…道徳的価値は大切であってもなかなか実現することができない人間の弱さなども理解する。 他者理解…道徳的価値を実現したり，実現できなかったりする場合の感じ方，考え方は一つではない，多様であるということを前提として理解する。 ○ 自己を見つめる 様々な道徳的価値について，自分との関わり，つまりこれまでの自分の経験やそのときの考え方，感じ方と照らし合わせながら，更に考えを深めていくようにする。 ○ 物事を（広い視野から）多面的・多角的に考える 児童生徒が多様な考え方や感じ方に接することが大切であり，多様な価値観の存在を前提にして，他者と対話したり協働したりしながら，物事を多面的・多角的に考えられるようにする。 ○ 自己（人間として）の生き方について考えを深める 児童生徒は，道徳的価値の理解を基に自己を見つめるなどの道徳的価値の自覚を深める過程で，同時に自己の生き方についての考えを深めているが，特にそのことを強く意識させることが重要である。 
    

道徳教育の目標に基づき，よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため，道徳的諸価値についての理解を基に，自己を見つめ，物事を多面的・多角的に考え（※中学校では，下線部が“物事を広い視野から”となる），自己の生き方についての考えを深める学習を通して，（※中学校では，下線部が“人間としての生き方”となる）道徳的な判断力，心情，実践意欲と態度を育てる。 児童生徒一人一人が，ねらいに含まれる一定の道徳的価値についての理解を基に，自己を見つめ，物事を（広い視野から）多面的・多角的に考え，自己の（人間としての）生き方についての考えを深める学習を通して，内面的資質としての道徳性を主体的に養っていく時間である。 ※（ ）は中学校 

 ○ 道徳科は，児童生徒がねらいとする道徳的価値を自己との関わりにおいて捉えることができるように指導方法の工夫に努めましょう。 ○ 道徳科の学習を効果的に行うためには，学級内での信頼関係の構築が基盤となります。教員と児童生徒の信頼関係や児童生徒相互の人間関係を育て，一人一人が自分の考え方や感じ方を伸び伸びと表現することができる雰囲気を日常の学級経営の中でつくるようにすることが大切です。 
ここがポイント！ここがポイント！ここがポイント！ここがポイント！    

道徳科では，目標に，道徳性を養うための学習活動がより具体化して示されました。特に，学習活動として示された，次の四つの事柄を押さえておく必要があります。 
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道徳教育は，学校の教育活動全体を通じて，道徳性を養うことを目標としています。道徳科は，道徳教育でとらえた道徳的諸価値を補充，深化，統合する計画的・発展的な学習により，道徳性の諸様相である，道徳的判断力，道徳的心情，道徳的実践意欲と態度を育成する要となる時間として位置付くものです。 
（３）道徳教育と道徳科の関係                              
 

 

 

 

 

 

 

 

学校生活 
学校生活 

 ○ 道徳科は，扇の「要」のように，各教育活動における道徳教育の要所を押さえて中心で留めるような役割をもっています。 ○ 道徳性をはぐくむために，道徳科はもとより，各教科，外国語活動（小学校のみ），総合的な学習の時間及び特別活動においてもそれぞれの特質に応じて適切な指導を行いましょう。 
ここがポイント！ここがポイント！ここがポイント！ここがポイント！    

各教科等は，それぞれに固有の目標をもっていますので，それらの指導の中で行う道徳教育としては，取り扱う機会が十分でない道徳的価値に関わる指導を補うこと（補充補充補充補充）や，児童生徒や学校の実態等を踏まえて指導をより一層深めること（深化深化深化深化），相互の関連を捉え直したり発展させたりする（統合統合統合統合）道徳科がどうしても必要になってくるのです。 

補充・深化・統合 
道徳科 

各教科 特別活動 

総合的な学習

の時間 

外国語活動 （※小学校のみ） 
道徳教育 学校の教育活動全体で道徳性を養う 

道徳性の諸様相である道徳的判断力，道徳的心情，道徳的実践意欲と態度を養う。 
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道徳性は，人間としてよりよく生きようとする人格的特性であり，道徳的判断力，道徳的心情，道徳的実践意欲と態度を諸様相とします。これらの諸様相は，序列や段階があるということではなく，日常生活や今後出会うであろう様々な場面，状況で，道徳的価値を実現するための適切な行為を主体的に選択し，実践することができる内面的資質のことです。 
（４）道徳性                                      

道徳的実践意欲意と態度 

道徳的実践 

道
徳

科
 

道徳教育 

道
 

徳
 

性
 

道徳科の指導は，児童生徒の行為の変容を直接的にねらいとするもではありません。教師の一方的な押し付けや単なる生活経験の話合などに終始することのないように留意しましょう。 
 ○ 道徳的判断力 人間として生きるために道徳的価値が大切なことを理解し，様々な状況下において人間としてどのように対処することが望まれるかを判断する力。 ○ 道徳的心情 道徳的価値の大切さを感じ取り，善を行うことを喜び，悪を憎む感情のこと。 ○ 道徳的実践意欲と態度 道徳的心情や道徳的判断力によって価値があるとされた行動をとろうとする傾向性。 ・道徳的実践意欲は，道徳的判断力や道徳的心情を基盤とし道徳的価値を実現しようとする意志の働き。 ・道徳的態度は，道徳的判断力や道徳的心情に裏付けられた道徳的行為への身構え。 

ここがポイント！ここがポイント！ここがポイント！ここがポイント！    

内面的資質 

道徳性は，徐々に，しかも着実に養われることによって，潜在的，持続的な作用を行為や人格に及ぼすものであるだけに，長期的展望と綿密な計画に基づいた丹念な指導がなされ，道徳的実践につなげていくことができるようにすることが求められます。 

道
 
徳
 
的

 
心

 
情

 

道
 
徳
 
的

 
判

 
断
 
力
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道徳教育の内容については，小・中学校の各学年・学校段階において四つの視点に分けた内容項目として示されています。この四つの視点は，相互に深い関連をもっており，各学年・学校段階において，関連を考慮しながら，四つの視点に含まれるすべての内容項目について，学校の教育活動全体を通じて適切に指導していくことが大切です。 

道徳教育を進めるに当たっては，児童生徒の発達の段階や特性等を踏まえるとともに，学校，地域等の実態や課題に応じて，学校全体及び各学年段階の指導内容ごとの重点化を図ることが大切です。 

（５）道徳教育の内容 

ア 四つの視点               
イ 指導内容の重点化       

   

小学校
 

全 ・自立心や自律性 ・生命を尊重する心 ・他者を思いやる心 低 ・挨拶などの基本的な生活習慣を身に付ける ・善悪を判断し，してはならないことをしない ・社会生活上のきまりを守る 中 ・善悪を判断し，正しいと判断したことを行う ・身近な人々と協力し助け合う ・集団や社会のきまりを守る 高 ・相手の考え方や立場を理解して支え合う ・法やきまりの意義を理解して進んで守る ・集団生活の充実に努める  ・伝統と文化を尊重し，それらを育んできた我が国と郷土を愛するともに，他国を尊重する 中学校
 

・自立心や自律性を高め，規律ある生活をする  ・生命を尊重する心や自らの弱さを克服して気高く生きようとする心を育てる  ・法やきまりの意義に関する理解を深める  ・自らの将来の生き方を考え主体的に社会の形成に参画する意欲と態度を養う  ・伝統と文化を尊重し，それらを育んできた我が国と郷土を愛するとともに，他国を尊重する ・国際社会に生きる日本人としての自覚を身に付ける 

主として自分自身に関すること ○善悪の判断，自律，自由と責任 ○節度，節制  ○個性の伸長 ○真理の探究 など Ａの視点 主として人との関わりに関すること ○親切，思いやり  ○感謝 ○礼儀  ○友情，信頼 ○相互理解，寛容  主として集団や社会との関わりに関すること ○規則の尊重  ○公正，公平，社会正義 ○勤労，公共の精神  ○家族愛 ○国際理解，国際親善  など 主として生命や自然，崇高なものとの関わりに関すること ○生命の尊さ  ○自然愛護 ○感動，畏敬の念   ○よりよく生きる喜び 
四つの視点の順序が児童生徒の対象の広がりに即して改善されました。また，それぞれの内容項目に手掛かりとなる「友情，信頼」「生命の尊さ」などの言葉がキーワードとして付記されました。社会的な要請や今日的課題を考慮し，次のような内容の指導について配慮が求められています。 

 ○ 重点内容については，指導時数を増やしたり，他の教育活動との関連を図った道徳学習プログラムにしたりするなどの工夫をしましょう。 ○ 内容項目を児童生徒の立場から具体的に捉えるために「私たちの道徳」を活用しましょう。 ここがポイント！ここがポイント！ここがポイント！ここがポイント！    

Ｂの視点 Ｃの視点 Ｄの視点 
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道徳教育の質的転換を図るためには，主題やねらいの設定が不十分な単なる生活経験の話合いや読み物教材の登場人物の心情の読み取りに偏ることなく，学校や児童生徒の実態に応じて，道徳的価値に迫る読み物教材の活用や，道徳的価値に関する問題解決的な学習・体験的な学習など，質の高い多様な指導方法を展開することが必要です。 
（６）質の高い多様な指導方法 

 

 

 

 

 

 

ア 多面的・多角的に考える 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題場面から考える学習の（例） 

いじめをせずに仲良くしたい （「相互理解，寛容」「友情，信頼」等） ・現実の場面では傍観してしまう ・相手にも非があると思ってしまう ・異なる考えや立場を受け入れられない （例） いじめ 寛大な心をもって他人の過ちを許す （「相互理解，寛容」） 法やきまりへの放縦で自分勝手な反発を許さない（「規則の尊重」） 理解し合い，信頼や友情を育む （「友情，信頼」） 同調圧力に流されない （「公正，公平，社会正義」） 
葛藤や衝突 

○ 道徳的価値のことは理解しているが，それを実現しようとする自分とできない自分との葛藤から生じる問題（例） 
○ 複数の道徳的価値の間の対立から生じる問題（例） 

 ○ 「自分ならどうするか」という観点から道徳的価値と向き合うとともに，自分とは異なる意見をもつ他者と議論することを通して，道徳的価値を多面的・多角的に考えさせましょう。 ○ 他者との合意形成や具体的な解決策を得ること自体が目的ではなく，多面的・多角的な思考を通じて，道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めさせましょう。 
ここがポイント！ここがポイント！ここがポイント！ここがポイント！    

「多面的」に考えることと，「多角的」に考えることの違いは？「多面的」に考えることと，「多角的」に考えることの違いは？「多面的」に考えることと，「多角的」に考えることの違いは？「多面的」に考えることと，「多角的」に考えることの違いは？    一般的には，「多面的」とは，学習対象が様々な面をもっていることを，「多角的」とは，学習対象を様々な角度から考察し理解することを意味しています。実際の指導にあたっては「多面的」と「多角的」は必ずしも明確に分けられるものではないため，道徳科の学習指導要領及び解説においては，「多面的・多角的に考え」とひとくくりで説明されています。 
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イ 多様な指導方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              
 

 教材の登場人物の判断や心情を自分との関わりにおいて多面的・多角的に考えることを通し，道徳的諸価値の理解を深めることについて効果的な指導方法であり，登場人物に自分を投影して，その判断や心情を考えることにより，道徳的価値の理解を深めることができる。 

文部科学省の専門家会議において，道徳科の質の高い多様な指導方法の例示として次頁に示すとおり，「読み物教材の登場人物への自我関与が中心の学習」「問題解決的な学習」「道徳的行為に関する体験的な学習」が挙げられています。 それぞれの特長は以下のとおりです。 
読み物教材の登場人物への自我関与が中心の学習 

 児童生徒一人一人が生きる上で出会う様々な道徳的諸価値に関わる問題や課題を主体的に解決するために必要な資質・能力を養うことができる。 問題場面について児童生徒自身の考えの根拠を問う発問や，問題場面を実際の自分に当てはめて考えてみることを促す発問，問題場面における道徳的価値の意味を考えさせる発問などによって，道徳的価値を実現するための資質・能力を養うことができる。 
問題解決的な学習 

 役割演技などの体験的な学習を通して，実際の問題場面を実感を伴って理解することを通して，様々な問題や課題を主体的に解決するために必要な資質・能力を養うことができる。 問題場面を実際に体験してみること，また，それに対して自分ならどういう行動をとるかという問題解決のための役割演技を通して，道徳的価値を実現するための資質・能力を養うことができる。 
道徳的行為に関する体験的な学習 

 

 ○ 次頁に示した指導方法は例示に過ぎず，それぞれが独立した指導の「型」を示しているわけではありません。それぞれに様々な展開が考えられ，例えば読み物教材を活用しつつ問題解決的な学習を取り入れるなど，それぞれの要素を組み合わせた指導を行うことも考えられます。 ○ 重要なことは，指導する教員一人一人が，学習指導要領の改訂の趣旨をしっかりと把握し，学校の実態や児童生徒の実態を踏まえて，授業の主題やねらいに応じた適切な工夫改良を加えながら適切な指導方法を選択することが求められるということです。 
ここがポイント！ここがポイント！ここがポイント！ここがポイント！    
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道徳科における質の高い多様な指導方法（イメージ）  読み物教材の登場人物への 自我関与が中心の学習 問題解決的な学習 道徳的行為に関する体験的な学習 ねらい 教材の登場人物の判断や心情を自分との関わりで多面的・多角的に考えることなどを通して，道徳的諸価値の理解を深める。 問題解決的な学習を通して，道徳的な問題を多面的・多角的に考え，児童生徒一人一人が生きる上で出会う様々な問題や課題を主体的に解決するために必要な資質・能力を養う。 役割演技などの疑似体験的な表現活動を通して，道徳的価値の理解を深め，様々な課題や問題を主体的に解決するために必要な資質・能力を養う。 導  入 道徳的価値に関する内容の提示 教員の話や発問を通して，本時に扱う道徳的価値へ方向付ける。 問題の発見や道徳的価値の想起など ・教材や日常生活から道徳的な問題をみつける。 ・自分たちのこれまでの道徳的価値の捉え方を想起し，道徳的価値の本当の意味や意義への問いを持つ（原理・根拠・適用への問い）。 道徳的価値を実現する行為に関する問題場面の提示など ・教材の中に含まれる道徳的諸価値に関わる葛藤場面を把握する。 ・日常生活で，大切さが分かっていてもなかなか実践できない道徳的行為を想起し，問題意識を持つ。 

展          開 

登場人物への自我関与 教材を読んで，登場人物の判断や心情を類推することを通して，道徳的価値を自分との関わりで考える。                                                                                                                              【教員の主な発問例】 ・どうして主人公は，○○という行動を取ることができたのだろう（又はできなかったのだろう）。 ・主人公はどういう思いをもって△△という判断をしたのだろう。 ・自分だったら主人公のように考え，行動することができるだろうか。   振り返り 本時の授業を振り返り，道徳的価値を自分との関係で捉えたり，それらを交流して自分の考えを深めたりする。 

問題の探究（道徳的な問題状況の分析・解決策の構想など） ・道徳的な問題について，グループなどで話合い，なぜ問題となっているのか，問題をよりよく解決するためにはどのような行動をとればよいのかなどについて多面的・多角的に考え議論を深める。 ・グループでの話合いなどを通して道徳的問題や道徳的価値について多面的・多角的に考え，議論を深める。 ・道徳的な問題場面に対する解決策を構想し，多面的・多角的に検討する。 【教員の主な発問例】 ・ここでは，何が問題になっていますか。 ・何と何で迷っていますか。 ・なぜ，■■（道徳的諸価値）は大切なのでしょう。 ・どうすれば■■（道徳的諸価値）が実現できるのでしょう。 ・同じ場面に出会ったら自分ならどう行動するでしょう。 ・なぜ，自分はそのように行動するのでしょう。 ・よりよい解決方法にはどのようなものが考えられるでしょう。  探究のまとめ （解決策の選択や決定・諸価値の理解の深化・課題発見） ・問題を解決する上で大切にした道徳的価値について，なぜそれを大切にしたのかなどについて話合い等を通じて考えを深める。 ・問題場面に対する自分なりの解決策を選択・決定する中で，実現したい道徳的価値の意義や意味への理解を深める。 ・考えた解決策を身近な問題に適用し，自分の考えを再考する。 ・問題の探究を振り返って，新たな問いや自分の課題を導き出す。 

道徳的な問題場面の把握や考察など ・道徳的行為を実践するには勇気がいることなど，道徳的価値を実践に移すためにどんな心構えや態度が必要かを考える。 ・価値が実現できない状況が含まれた教材で，何が問題になっているかを考える。  問題場面の役割演技や道徳的行為に関する体験的な活動の実施など ・ペアやグループをつくり，実際の問題場面を役割演技で再現し，登場人物の葛藤などを理解する。 ・実際に問題場面を設定し，道徳的行為を体験し，その行為をすることの難しさなどを理解する。  道徳的価値の意味の考察など ・役割演技や道徳的行為を体験したり，それらの様子を見たりしたことをもとに，多面的・多角的な視点から問題場面や取り得る行動について考え，道徳的価値の意味や実現するために大切なことを考える。 ・同様の新たな場面を提示して，取りうる行動を再現し，道徳的価値や実現するために大切なことを体感することを通して実生活における問題の解決に見通しを持たせる。 
終  末 まとめ ・教員による説話。 ・本時を振り返り，本時で学習したことを今度どのように生かすことができるかを考える。 ・道徳的諸価値に関する根本的な問いに対し，自分なりの考えをまとめる。 ・感想を聞き合ったり，ワークシートへ記入したりして，学習で気付いたこと，学んだことを振り返る。 
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道徳科における「主体的な学び」とは，教材に込められた道徳的価値を観念的・一面的に理解させるのではなく，児童生徒がねらいとする道徳的価値について課題意識をもち，自分の生活を見つめながら他者と議論することで，道徳的価値の理解を深め，自己の生き方について考えを深める学習です。さらに，理解した道徳的価値から自分の生活を振り返り自らの成長を実感したり，これからの課題や目標を見付け，その結果を日常生活の行動や習慣に結びつけたりしていくことです。 
ウ 道徳科における「主体的な学び」       ＜「主体的な学び」を目指した学習指導過程例＞  導入    

展開 
 

終末 
    

           

主題に対する児童生徒の興味や関心を高め，ねらいの根底にある道徳的価値の理解を基に自己を見つめる動機付けを図る段階 ねらいを達成するための中心となる段階であり，中心的な教材によって，児童生徒一人一人がねらいの根底にある道徳的価値の理解を基に自己を見つめる段階 
 ねらいの根底にある道徳的価値に対する思いや考えをまとめたり，道徳的価値を実現することのよさや難しさなどを確認したりして，今後の発展につなぐ段階 

 展開の工夫 〇他者の考えと比べ自分の考えを深める展開となるようにする。 〇教材や生活体験などを生かしながら，一定の道徳的価値に関わる物事を多面的・多角的に捉えることができるようにする。 ・発問を工夫する。（例：児童生徒の考えの根拠を問う発問や問題場面を自分に当てはめて考えてみることを促す発問など） ・一人一人が意欲的で主体的に取り組むことができる表現活動や話合い活動を仕組む。 

導入の工夫 〇見通しを持って主体的に考え，学ぶことができるようにする。 ・主題に対する児童生徒の興味や関心を高め，問題意識を持たせるように工夫する。 

終末の工夫 〇主題を自分との関わりで捉え自己を見つめ直し，発展させていくことへの希望がもてるようにする。 ・学んだ道徳的価値に照らして，自らの生活や考えを見つめるための具体的な振り返り活動を工夫する。 ・必要に応じて，授業開始時と終了時における考えがどのように変容したのかが分かるような活動を工夫する。 
 ○ まず，ねらいとする道徳的価値についての児童生徒のこれまでの学習状況や実態をしっかりと把握し，それを基に，学習指導要領を踏まえ，この時間にどういった学習活動を通して，何をねらうのかを明確化・具体化します。 ○ 次に，教材に対する児童生徒の感じ方や考え方を分析し，児童生徒がどのような問題意識をもって学習に臨み，ねらいとする道徳的価値を理解し，自己を見つめ，多様な感じ方や考え方によって学び合うことができるのかを具体的に予想しながら，それらが効果的になされるための発問や授業全体の展開など，学習指導過程を考えます。 ○ その際には，児童生徒が道徳的な問題を自分事として捉え，議論し，探究する過程を重視し，道徳的価値に関わる自分の考え方，感じ方をより深めるようにするために，児童生徒の実態やねらいに応じた適切な指導方法を工夫する必要があります。 

ここがポイント！ここがポイント！ここがポイント！ここがポイント！    「ねらい」「内容」「方法」の一体化が重要です。次のポイントを踏まえた指導を行いましょう。 
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評価の基本的な考え方は，児童生徒の側から見れば，自らの成長を実感し，意欲の向上につなげていくものであり，教員の側から見れば，教員が目標や計画，指導方法の改善・充実に取り組むための資料です。 道徳科においては，児童生徒の学習状況や道徳性に係る成長の様子を継続的に把握し，指導に生かすよう努める必要があります。ただし，数値などによる評価は行わないものとします。 
（７）道徳科における評価 

 

 

 

 

  
ア 道徳科の評価に当たって              
イ 道徳科の評価の方向性                 

道徳科の評価は，一つ一つの内容項目ごとに，その内容項目についてどのくらい理解したかということを評価するものではありません。道徳的価値について多面的・多角的に考えることができるようになったか，道徳的価値を自分自身との関わりで深めようとしていたかといったことを，学期や学年など一定のまとまりの中で，道徳科の学習状況や道徳性に係る成長の様子を見取り評価するということを示したものです。  なお，一定のまとまりの中で評価した結果として，特に顕著と認められる点が発揮された内容項目に係る授業について，評価の中で触れるということは考えられます。 

・数値による評価ではなく，記述式とすること ・個々の内容項目ごとではなく，大くくりなまとまりを踏まえた評価とすること ・他の児童生徒との比較による評価ではなく，児童生徒がいかに成長したかを積極的に受け止めて認め，励ます個人内評価として行うこと ・学習活動において児童生徒がより多面的・多角的な見方へと発展しているか，道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めているかといった点を重視すること ・道徳科の学習活動における児童生徒の具体的な取組状況を一定のまとまりの中で見取ること 

道徳科における学習状況や道徳性に係る成長の様子の把握は，「各教科の評定」や「出欠の記録」等とは基本的な性格が異なるものであることから，調査書に記載せず，入学者選抜の合否判定に活用することのないようにする必要があります。 

○ 指導要録においては当面，一人一人の児童生徒の学習状況や道徳性に係る成長の様子について，発言や会話，作文・感想文やノートなどを通じて，次のような点に注目して見取り，特に顕著と認められる具体的な状況を記述する，といった改善を図ることが妥当。 ・ 他者の考え方や議論に触れ，自律的に思考する中で，一面的な見方から多面的・多角的な見方へと発展しているか ・ 多面的・多角的な思考の中で，道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めているか ○ 評価に当たっては，児童生徒が一年間書きためた感想文をファイルしたり，１回１回の授業の中で全ての児童生徒について評価を意識して変容を見取るのは難しいため，年間 35時間の授業という長い期間で見取ったりするなどの工夫が必要。 
 ○ 道徳性の評価の基盤には，教員と児童生徒との人格的な触れ合いによる共感的な理解が存在することが重要です。 ○ 児童生徒の成長を見守り，努力を認めたり，励ましたりすることによって，児童生徒が自らの成長を実感し，更に意欲的に取り組もうとするきっかけとなるような評価を目指すことが求められます。 ○ 道徳性は，極めて多様な児童生徒の人格全体に関わるものであることから，個人内の成長の過程を重視すべきです。 

ここがポイント！ここがポイント！ここがポイント！ここがポイント！    
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ポイントは，「思いやり」「思いやり」「思いやり」「思いやり」と「規範意識」！「規範意識」！「規範意識」！「規範意識」！ 

    

改善前改善前改善前改善前        人間尊重の精神を生かし，道徳的心情と道徳的判断力を高め，道徳性を養う。  

２ 道徳の指導計画作成 ～「道徳教育の全体計画」と「道徳科の年間指導計画」～ 

 

 

 

 

 

 

 

（１）校長の方針を明確に示そう！    道徳教育は，学校の教育活動全体で取り組むものであり，校長は学校の道徳教育の基本的な方針校長は学校の道徳教育の基本的な方針校長は学校の道徳教育の基本的な方針校長は学校の道徳教育の基本的な方針を全教を全教を全教を全教員員員員に明確に示すに明確に示すに明確に示すに明確に示すことが求められています。そのためには，   校長は道徳教育の改善・充実の方向を視野におき， ① 児童生徒の道徳性にかかわる実態， ② 学校の道徳教育推進上の課題， ③ 社会的な要請や家庭や地域の期待などを踏まえ， 学校の教育目標とのかかわりで，道徳教育の基本的な方針を明示する必要があります。     ＜道徳教育の重点目標の改善例（Ａ小学校の例）＞                                

道徳の指導計画については，道徳教育の全体計画作成事項が学習指導要領解説総則編（抄）において，道徳科の年間指導計画作成事項が学習指導要領解説「特別の教科 道徳」編において，それぞれ示されています。したがって，各学校においては，校長が道徳教育の方針を明確にし，指導力を発揮して，全教員が協力して道徳教育を展開するため，道徳教育の推進を主に担当する教師（以下「道徳教育推進教師」という。）を中心として，｢道徳教育の全体計画」とそれに基づく「道徳科の年間指導計画」を作成する必要があります。 

改善後改善後改善後改善後    人間尊重の精神を生かし，思いやりの心をもって，規範を尊重しようとする児童を育成する。 
 ここがポイント！ここがポイント！ここがポイント！ここがポイント！    ○ 道徳の内容との関わりを明らかにして，道徳教育の重点目標を設定します。道徳の内容項目も参照して，分かりやすい目標にすると，学校の重点内容項目とのつながりが出てきます。 

ＰＰＰＰlanlanlanlan    実態実態実態実態把握・計画立案のために把握・計画立案のために把握・計画立案のために把握・計画立案のために    

「児童生徒の道徳意識調査」， 「アンケート調査」，「教職員の意見」，「社会背景」等を参考にして，実態把握をしましょう。  

教育基本法に示されている公共の精神等，日本人がもっていた「規範意識」を重視したい。 教育委員会が目指す「思いやりと規範意識のある人間」を尊重しよう。 子供たちには，相手のことを思いやり，しっかりとした規範意識をもった人間に育ってほしい。 本校の子供たちは，明るく元気でやる気もあるが，学校の約束や社会のきまりを意識して生活することが十分でない。 
漠然とした目標で，学校として何を重点に道徳教育を行うのかが分かりにくい。そのため，各学年の道徳の重点内容項目もばらばらで，学校として意識統一した指導ができていない・・。具体性のある目標に修正しよう。 

Ｂの視点，特に「親切，思いやり」 Ｃの視点，特に「規則の尊重」 
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＜道徳教育推進教師の役割として考えられる事柄と具体的な行動例＞ 

（２）道徳教育推進教師を中心とした協力体制を整備しよう！ 

ア 協力体制の充実 校長の方針の下，学校が組織体として一体となって道徳教育を進めるために，全教員が力を発揮できる体制を整える必要があります。協力体制をつくるに際しては，まず，全教員が参画する体制を具体化するとともに，そこでの道徳教育の推進を中心となって担う教道徳教育の推進を中心となって担う教道徳教育の推進を中心となって担う教道徳教育の推進を中心となって担う教員員員員を位置付を位置付を位置付を位置付けるけるけるけるようにしましょう。    
イ 道徳教育推進教師の役割 道徳教育推進教師が全体を掌握しながら，全教員の参画，分担，協力の下に道徳教育が円滑に推進され，充実していくように働き掛けていくことが望まれます。     事   柄 具 体 的 な 行 動 例 ア 道徳教育の指導計画道徳教育の指導計画道徳教育の指導計画道徳教育の指導計画の作成に関することの作成に関することの作成に関することの作成に関すること    ・道徳教育の重点目標を全教員が共通認識できる機会をつくる。 ・見直しの視点を示す。（実態から，重点目標から等） ・指導記録を計画の見直しに生かせるように，指導記録を使った見直しの機会をつくる。 イ 全教育活動にお全教育活動にお全教育活動にお全教育活動におけるけるけるける道徳教育の推進，充実道徳教育の推進，充実道徳教育の推進，充実道徳教育の推進，充実に関することに関することに関することに関すること    ・学校の重点内容項目を，機会（学校行事・体験活動等と関連して）を見つけては確認する。 ・年間 1 回以上，各教科，総合的な学習の時間等との関連，体験活動や地域とのつながり等を年間計画や別葉をもとに見直す機会をつくる。 ウ 道徳科道徳科道徳科道徳科の充実と指導の充実と指導の充実と指導の充実と指導体制に関すること体制に関すること体制に関すること体制に関すること    ・校内授業研，道徳教育研修の研修計画へ位置付ける。→記録の蓄積 ・ティーム・ティーティング（TT）授業を計画する。（ゲストティーチャーの活用も含め） ・複数学年，学級による合同授業を計画する。 ・ゲストティーチャー一覧表を作成し，共有化を図る。 ・全職員で関わるような仕組みを作る。※（所属校内部会の活用） エ 道徳用教材の整備・充道徳用教材の整備・充道徳用教材の整備・充道徳用教材の整備・充実・活用に関すること実・活用に関すること実・活用に関すること実・活用に関すること    ・教材，掲示物，板書記録の保存と活用を行う。（保管場所の明示，提出数の明示，機能的に活用できるように） ・地域教材の開発に向けた計画，支援を行う。 オ 道徳教育の情報提供道徳教育の情報提供道徳教育の情報提供道徳教育の情報提供や情報交換に関するや情報交換に関するや情報交換に関するや情報交換に関することことことこと    ・研修報告の機会を確保する。 ・校内で紹介したい資料を収集する。 ・近隣の学校で研究授業に参加しあう。 ・ＨＰに「道徳教育」のページを設ける。 カ 道徳科の道徳科の道徳科の道徳科の授業公開な授業公開な授業公開な授業公開など家庭や地ど家庭や地ど家庭や地ど家庭や地域社会と域社会と域社会と域社会との連携に関することの連携に関することの連携に関することの連携に関すること    ・授業公開，懇談会を企画する。（保護者参加型授業も含めて） ・家庭,地域との連携方法を明確にする。 ・ＨＰに「道徳教育」のページを設ける。 ・学校便り，学級便りに意図的に掲載するように働きかける。 キ 道徳教育の研修の充道徳教育の研修の充道徳教育の研修の充道徳教育の研修の充実に関すること実に関すること実に関すること実に関すること    ・校内授業研修，道徳教育研修の研修計画へ位置付ける。 ・模擬授業の実施を提案する。 ク 道徳教育における評道徳教育における評道徳教育における評道徳教育における評価に関すること価に関すること価に関すること価に関すること    ・学校自己評価へ位置付ける。 ・子供の道徳性の見取りについて，共通理解を進める。（上段キと関連） ・記録の仕方を統一する。 ・保護者や外部の方の声を集める。 

道徳教育推進教師と各部のリーダーが一緒になって道徳教育が推進できるような推進体制にしましょう。  
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＜道徳教育推進教師の活動計画（例）＞  

 

 

道徳教育の重点目道徳教育の重点目道徳教育の重点目道徳教育の重点目標標標標：：：：自分自身と向き合い，誠実に生きていく子供を育てる。            自他の生命を尊重し，大切にする子供を育てる。 集団の中で自分の責任を果たし,主体的に協力する子供を育てる。    道 徳 教 育 の 指道 徳 教 育 の 指道 徳 教 育 の 指道 徳 教 育 の 指 標標標標：：：：    ・人の気持ちがわかる人間になりたい。（肯定的回答 90％以上） ・人が困っているときはすすんで助けている。（肯定的回答 90％以上） ・児童会や学校行事などにおいて学校の一員としての役割や責任をしっかりと果たしている。 （肯定的回答 90％以上）    月月月月    〇〇〇〇〇〇〇〇市推進協議会市推進協議会市推進協議会市推進協議会    道徳教育推進計画道徳教育推進計画道徳教育推進計画道徳教育推進計画    道徳教育推進教師が行うこと道徳教育推進教師が行うこと道徳教育推進教師が行うこと道徳教育推進教師が行うこと    ４  ・校内道徳教育推進委員会の 確立 ・道徳教育推進体制の確立 ・全体計画・年間指導計画の 確認 ・研究授業の計画，授業評価 項目の協議 ・道徳用教材の確認 ・児童実態の共有 ・教材分析研修 ・道徳科についてのアンケート調査の実施 ・全体計画・年間指導計画の評価・改善の協議 

・道徳推進委員会の活動計画提案 ・全体計画・年間指導計画の見直しの視点及び具体的な取組の提案 ・授業評価シートの作成提案 ・アンケート調査作成提案 ・教材の管理 ・研修だよりの発行 ・道徳科における指導・助言 ・アンケート調査の集計・分析 ・アンケート調査，全体計画・年間指導計画の評価等に基づく取組の分析・改善策の提案 ５  ６  ７  ８  振振振振りりりり返返返返りりりり    ○ほぼ計画通り提案し，実行することができた。 ９  ・アンケート調査 ・研究授業の実施 ・道徳参観日の実施 ・全体計画・年間指導計画の評価・改善の協議 ・〇〇市道徳教育推進協議会での研修内 容について情報伝達 ・事後研究をもとに授業改善策を提案 ・家庭や地域社会からの意見を分析・改善策の提案 ・全体計画・年間指導計画の評価等に基づく取組の分析・改善策の提案 10  11  12  振振振振りりりり返返返返りりりり    ○道徳参観日の効果的な実施のための提案を行うことによって，道徳参観日には，学校の道徳教育に関する方針や取組を発信するとともに，各学級で保護者等参加型道徳授業と意見交換を行い，家庭・地域との共通理解が図られた。 １  ・研究授業の実施 ・道徳教育に関する取組実態 の共有 ・アンケート調査 ・全体計画・年間指導計画の評 価・改善の協議  
・事後研究をもとに授業改善策を提案 ・道徳教育に関する調査（県）の回答 作成 ・アンケート調査の集計・分析 ・アンケート調査結果，全体計画・年間指導計画の評価等に基づく取組の分析・改善策の提案 ２  ３  振振振振りりりり返返返返りりりり    ○児童生徒の意識調査を実施・分析し，児童の実態に応じて取組の改善が図られた。 △道徳科における指導・助言について，計画的に十分に行うことができなかった。来年度は〇〇市道徳教育推進協議会での研修内容を踏まえ，研修計画に基づいて計画的に行いたい。 

 

第１回協議会 ＜6 月 18 日＞ ○研究授業 ○道徳教育推進教師の役割について 
 

第２回協議会 ＜8 月 25 日＞ ○模擬授業 ○道徳科の授業づくりについて 第３回協議会 ＜11 月 7 日＞ ○研究授業 ○講師講話 
第４回協議会 ＜1 月 28 日＞ ○研究授業 ○今年度のまとめ 
 

年度初めに，道徳教育推進教師としての活動の時期や内容を計画しておきましょう。  

 

 ○ 道徳教育推進教師の活動計画を作成することで，活動内容や時期が明確になり，機能化が図られます。また，道徳教育推進教師が変わっても同様な活動が期待できます。 ここがポイント！ここがポイント！ここがポイント！ここがポイント！    
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＜道徳教育の全体計画（例:小学校）＞ 

（３）道徳教育の全体計画を作成しよう！    全体計画の作成に当たっては，理念だけに終わることなく，具体的な教育実践に生きて働くもの具体的な教育実践に生きて働くもの具体的な教育実践に生きて働くもの具体的な教育実践に生きて働くものになるよう，体制を整え，全教員で創意工夫して作成することが大切です。    また，各教科等における道徳教育に関わる指導の内容及び時期を整理したもの，道徳教育に関わる体験活動や実践活動の時期等が一覧できるもの，道徳教育の推進体制や家庭や地域社会等との連携のための活動等が分かるものを別葉にして加えるなどして，年間を通して具体的に活用しやすいものとすることが考えられます。                                                             

児童の実態児童の実態児童の実態児童の実態    

保護者・地域保護者・地域保護者・地域保護者・地域・教職員・教職員・教職員・教職員の願いの願いの願いの願いななななどどどど    

道徳教育推進の基本方針道徳教育推進の基本方針道徳教育推進の基本方針道徳教育推進の基本方針    

道徳教育の重点目標道徳教育の重点目標道徳教育の重点目標道徳教育の重点目標    

※焦点化※焦点化※焦点化※焦点化    

道徳の時間道徳の時間道徳の時間道徳の時間

の指導方針の指導方針の指導方針の指導方針    

指導の内容・時期指導の内容・時期指導の内容・時期指導の内容・時期    

学校の教育目標学校の教育目標学校の教育目標学校の教育目標    法的根拠法的根拠法的根拠法的根拠    

各学年の重点目標各学年の重点目標各学年の重点目標各学年の重点目標    

「私たちの「私たちの「私たちの「私たちの道徳道徳道徳道徳」活用」活用」活用」活用方針方針方針方針    

別葉で別葉で別葉で別葉で    

家庭・地域との連携，特色あ家庭・地域との連携，特色あ家庭・地域との連携，特色あ家庭・地域との連携，特色ある教育活動や豊かな体験活る教育活動や豊かな体験活る教育活動や豊かな体験活る教育活動や豊かな体験活動における動における動における動における指導の指針指導の指針指導の指針指導の指針    などなどなどなど    各教科，外各教科，外各教科，外各教科，外国語活動，国語活動，国語活動，国語活動，総合的な学総合的な学総合的な学総合的な学習の時間，習の時間，習の時間，習の時間，特別活動特別活動特別活動特別活動における指における指における指における指導の指針導の指針導の指針導の指針    

道徳教育の推進体制道徳教育の推進体制道徳教育の推進体制道徳教育の推進体制    
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＜道徳教育の全体計画 別葉（例）＞ 

より実効性の高い全体計画とするためには，各教科等における道徳教育の指導内容や時期を示した別葉を作成して活用しましょう。 

指導する内容項目について，どの教科等で，いつ，どのような道徳教育を行うのかなどを意識した指導につながります。また，重点内容項目を強調することで，道徳教育の重点化が図られます。 

①①①①    内容項目ごとに内容項目ごとに内容項目ごとに内容項目ごとに各教科等における道徳教育に関わる内容及び時期を示した例各教科等における道徳教育に関わる内容及び時期を示した例各教科等における道徳教育に関わる内容及び時期を示した例各教科等における道徳教育に関わる内容及び時期を示した例    

（中学校第２（中学校第２（中学校第２（中学校第２学年）学年）学年）学年）    

四つの視点と内容項目ごとに四つの視点と内容項目ごとに四つの視点と内容項目ごとに四つの視点と内容項目ごとに    

各教科等ごとに各教科等ごとに各教科等ごとに各教科等ごとに    

重点目標重点目標重点目標重点目標    
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②②②②    道徳の時間と各教科等道徳の時間と各教科等道徳の時間と各教科等道徳の時間と各教科等ごとに，ごとに，ごとに，ごとに，道徳教育に関わる内容及び時期を示した例（小学校第道徳教育に関わる内容及び時期を示した例（小学校第道徳教育に関わる内容及び時期を示した例（小学校第道徳教育に関わる内容及び時期を示した例（小学校第５５５５学年）学年）学年）学年）    

月毎に，道徳の時間と各教科等の単元や題材で，どのような道徳の内容を指導するのかが明確になります。 

学校教育目標，道徳教学校教育目標，道徳教学校教育目標，道徳教学校教育目標，道徳教育の重点目標，学年重点目標を踏まえた別葉育の重点目標，学年重点目標を踏まえた別葉育の重点目標，学年重点目標を踏まえた別葉育の重点目標，学年重点目標を踏まえた別葉    

道徳の時間及び各教科等ごとに道徳の時間及び各教科等ごとに道徳の時間及び各教科等ごとに道徳の時間及び各教科等ごとに    

月ごとに月ごとに月ごとに月ごとに    
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道徳の時間道徳の時間道徳の時間道徳の時間    

③③③③    主な体験活動や実践活動と道徳の時間の指導の時期を示した例（小学校第２学年）主な体験活動や実践活動と道徳の時間の指導の時期を示した例（小学校第２学年）主な体験活動や実践活動と道徳の時間の指導の時期を示した例（小学校第２学年）主な体験活動や実践活動と道徳の時間の指導の時期を示した例（小学校第２学年）    

 ここがポイント！ここがポイント！ここがポイント！ここがポイント！    ○ 道徳教育の全体計画や別葉を作成する際は，道徳教育推進教師一人が作成するのではなく，全教員が作成にかかわるようにしましょう。 

主主 主主
なな なな

体
験

活
動

体
験

活
動

体
験

活
動

体
験

活
動

やや やや
実

践
活

動
実

践
活

動
実

践
活

動
実

践
活

動
    

学校や学年の道徳教育の重点目標も入れておくと、重点目標を意識して指導することができます。また、道徳の時間と体験活動や実践活動との関連を意識した指導を行うことができます。 

学年の道徳教育重点目標学年の道徳教育重点目標学年の道徳教育重点目標学年の道徳教育重点目標    
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＜道徳科の年間指導計画（例）＞ 学年の基本方針回 1 月 4 週 2主題名 節度ある生活 内容項目教材名 流行おくれ 出　　典主題構成の理由ねらい
学習指導過程

他の教育活動との関連振り返り備考 学習規律の指導（常時），学級活動（２）基本的な生活習慣の形成

１　身近な集団の中で自分の役割と責任を主体的に果たせるようにする。２　教材の中の特定場面や状況を自分との関わりで考え，自分の生き方についての自覚を深めさせる。 節度，節制Ａ（３）文部省　読み物資料「主として自分自身に関すること」　生活を振り返り，自ら節度を守り，節制に心掛けることについて，主人公を通して考える。　生活習慣の大切さを知り，自分の生活を見直し，節度を守り，節制に心掛けようとする態度を育てる。１　児童の流行に関することについて話し合う。２　教材「流行おくれ」を読んで話し合う。（１）みどりと社会科見学の服装についての話をする真由美は，どんな気もちだったか。（２）母にたしなめられた真由美は，どんなことを考えたか。（３）わたるに「ゲームの本を返して」と言われた真由美は，どんな気もちだったか。（４）シーンとして自分の部屋を見回す真由美は，どんなことを思っていたか。３　節度節制について，心掛けている事柄や実行している事柄の話合いを通して，自分の生活を考える。４　生活習慣について，教師が日ごろ努力していることの説話を聞く。

（４）道徳科の年間指導計画を作成しよう！ 年間指導計画は，道徳科の指導が，道徳教育の全体計画に基づき，児童道徳教育の全体計画に基づき，児童道徳教育の全体計画に基づき，児童道徳教育の全体計画に基づき，児童生徒生徒生徒生徒の発達の段階に即しの発達の段階に即しの発達の段階に即しの発達の段階に即して計画的，発展的に行われるて計画的，発展的に行われるて計画的，発展的に行われるて計画的，発展的に行われるように組織された全学年にわたる年間の指導計画です。具体的には，道徳科において指導しようとする内容について，児童生徒の実態や多様な指導方法等を考慮して，学年段階に応じた主題を構成し，この主題を学年別に年間にわたって適切に位置付け，配列し，学習指導過程等を示しましょう。 ＜年間指導計画に明記しておくことが望まれる事柄＞                                  

○各学年の基本方針 ○各学年の年間にわたる指導の概要  ア 指導の時期  イ 主題名  ウ ねらい  エ 教材 オ 主題構成の理由  カ 学習指導過程と指導の方法   キ 他の教育活動等における道徳教育との関連  ク その他（校長や教頭などの参加及び教員の協力的な指導の計画，保護者や地域の人々の参加・協力の計画，複数の時間で取り上げる内容項目の場合の全体構想等） 

 ここがポイント！ここがポイント！ここがポイント！ここがポイント！    ○ 振り返りや備考欄を設け，授業実施後に気付きを記入しておくと，次年度に向けて，さらに加筆・修正することができ，授業改善につながります。 

オオオオ    主題構成の主題構成の主題構成の主題構成の

理由理由理由理由    エエエエ    教材名教材名教材名教材名

（（（（出典出典出典出典））））    

イイイイ    主題名主題名主題名主題名    

学年の基本方針学年の基本方針学年の基本方針学年の基本方針    

キキキキ    他の教育活動との関連他の教育活動との関連他の教育活動との関連他の教育活動との関連    

カカカカ    学習指導過程学習指導過程学習指導過程学習指導過程    

内容項目内容項目内容項目内容項目    

アアアア    指導の時期指導の時期指導の時期指導の時期    

（（（（回・月・週回・月・週回・月・週回・月・週））））    

ウウウウ    ねらいねらいねらいねらい    

振り返り振り返り振り返り振り返り    

小学校第５学年 年間指導計画 
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道徳教育を効果的に進めるためには，全教員が道徳教育及び道徳科の重要性や特質について，理解を深めるとともに学校の道徳教育の基本的な方針を共通理解し，協力して道徳教育を展開するための道徳教育に関する校内研修を充実させることが大切です。 

図１ 平成 27 年度市町道徳教育推進協議会参加者アンケート結果 （広島市を除く 22市町） 

表１ 平成 24 年度道徳教育実施状況調査結果 

３ 道徳教育に関する校内研修           県内において道徳教育の校内研修の実施については，表１の平成 24年度道徳教育実施状況調査を見ると小学校で約 95％，中学校で約 84％となっています。こうした研修の機会を生かして，授業研究で力をつけていくことや道徳科の改善・充実につながるように，１回の研修をより一層充実させていくことが大切です。 また，図１の平成 27 年度市町道徳教育推進協議会参加者アンケート結果における「自校の道徳教育に関する研修の充実」に関する項目では，「研修成果を実践につなげやすくする工夫をしている（参加型研修等）」が最も低い数値となっています。 これらのことから，１回１回の研修が自校のニーズを踏まえた内容になっていたり，参加型研修を行ったりするなど，研修で得たものを実践に結び付けていく工夫が必要です。 
 

 

 

 

（１）校内研修の進め方 

ア 研修日・時間の設定     年度当初から計画的に校内研修を進めていくためには，前年度末に次年度研修計画を作成する際，道徳教育に関する研修を設定しておくことが大切です。校内研修は，全教員の共通理解を図る場となるので，道徳の理論研修や授業研究を設定しておくと理論と実践が結びつき，指導力の向上にもつながります。研修を設定する際は，おおまかな内容や担当分掌等を明確にしておくことで，研修を進めやすくなります。 

道徳教育の校内研修の実施 小学校 中学校 県 全国 県 全国 １回実施 27.0% 38.1% 38.5% 37.5% ２～３回実施 50.0% 27.7% 38.0% 32.1% ４回以上実施 18.2% 7.9% 7.8% 7.8% 実施していない 4.8% 26.2% 15.6% 22.6% 

    DDDDoooo    授業実践授業実践授業実践授業実践のためにのためにのためにのために    

高等学校においては，生徒の発達の段階に対応した指導の工夫が求められることや小・中学校と異なり道徳の時間が設けられていないので，道徳教育の指導に係る共通理解を図る研修の設定などの配慮が必要です。 

94%

85%

73%

0% 20% 40% 60% 80% 100%研修内容と学校の重点課題とのつながりが明確になっている。道徳教育推進教師を中心に，研修の企画・運営を協働して行っている。研修成果を実践につなげやすくする工夫をしている（参加型研修等）。
自校の道徳教育に関する研修の充実

肯定的回答割合
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〈例〉研修計画（中学校：道徳教育に関するもの）  

     
イ 校内研修を進める方法    （ア）全教員が役割を分担し，全員で研修を進める方法    （イ）分掌組織によって進める方法    （ウ）道徳教育推進教師が中心となって進める方法    （エ）指導者を招へいして研修を進める方法    （オ）道徳科の授業や道徳的実践の指導などを通して研修を進める方法              

月 ４  ５  ６   ７   ８  ９   10  11  12  １   ２   ３ 内 容  次年度に向けて 
  ↑ ○今年度の取組の振り返り 

  ○授業研究（第一学年） 
 三学期に向けて 

  ↑ ○これまでの取組の振り返り 
 ○授業研究（第二学年） 

     二学期以降の方向性の確認 
   ↑ ○一学期の取組の振り返り 

    ※講師招へい 
○授業研究（第三学年） 

 重点目標等の共通理解 
  ↑ ○生徒の実態把握 

 

担当分掌等  研究部 生徒指導部  (一学年会) 研究部    (二学年会) 研究部      研究部  (三学年会) 研究部   研究部 生徒指導部  

    ○ 常に子供から出発して，指導に還元できるようにしましょう。 ○ 目指す子供像を設定し，共通理解を図りましょう。   ※小学校は中学校の，中学校は高等学校の実態を聴くことで，良さや課題を把握でき，    子供たちにどんな力をつける必要があるかが明確になります。 ○ 全教員が意欲的に取り組める内容にしましょう。 ○ 記録をとり，次への研修に活かすことができるようにしましょう。 ○ 道徳教育推進教師一人で進めるのではなく， 組織的な活動になるようにしましょう。 ○ 研修後，各自が明日からの授業に何を生かす か，振り返りを大切にしましょう。 例：「自分化宣言」 

道徳教育推進教師一人で悩むのではなく，教務主任や研究主任の先生方と連携して進めましょう！  
ここがポイント！ここがポイント！ここがポイント！ここがポイント！    

※水曜日の研修時間を予定していますが変更もあります。 ※授業研究は５校時を予定しています。 

講師招へいについては，前年度のうちに予定を立て依頼をしておくとスムーズに実施できます。 

全体計画を基に，どのように道徳教育を進めていくのかを確認していきます。 生徒の実態や取組の成果・課題を基に，重点目標等の見直しをしていきます。 生徒の実態や取組の成果・課題を整理し，二学期以降の取組につないでいきます。 
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〈事例〉研修テーマ「生徒実態を踏まえた重点目標の確認」 
（２）研修内容例 

ア 年度当初 

道徳教育の全体計画に関する内容                                        

〔当日の流れ〕 ○ 道徳教育推進教師と生徒指導主事が役割分担をし，運営していきます。  １ 前年度までの生徒実態（良さや課題）をアンケート等の資料を基に共通理解を図る。   ※前年度から勤務している教員に具体的な状況を話してもらうよう事前に依頼して    おく。 ２ 今年度の道徳教育の全体計画を見ながら，「１」を踏まえた目指す生徒像を確認する。 ３ 道徳教育の重点目標の確認。 ４ 各学年の道徳教育の重点目標の確認。 ５ 各教科等で重点目標を意識した取組をしていくことを確認し，学期末に各教科等における生徒の様子（変容：とりわけ重点目標にかかわって）を交流する場を設定していることを伝える。 

年度当初に全教員で共通理解することで，重点を意識した取組につながります！ 

平成 28 年度高等学校道徳教育推進協議会参加者アンケート結果によると，「自校では，道徳教育に関する研修を実施している」と回答した学校は 34.5％で，約 65％の学校が実施していないと回答しています。各学校の実態や生徒の発達の段階などにふさわしい教育活動を行えるよう，校内研修の充実が求められます。 特に，全教員による一貫性のある道徳教育を推進するために，生徒の実態等を踏まえた「育てたい生徒像」から，道徳教育の重点目標や各学年の指導目標を明確にし，各学校の特色が生かされるよう全体計画の具体化や評価・改善を図る必要があります。（平成 27 年度 広島県教育資料 42 ページ参照） 

  ○ 道徳教育推進教師が全体を掌握しながら，全教員が主体的に参画できるように，役割分担を行ったり，事前に協力を求めたりして，道徳教育を円滑に推進していきましょう。 ○ 道徳教育は教育活動全体で行っていくものです。各教員がそれぞれの役割意識をもち，自らの役割を進んで果たせるように，全教員が共通の課題意識をもって進めていきましょう。 ○ 道徳教育の重点目標（各学年の道徳教育の重点目標）を常に意識できるように，例えば常に見えるところに貼るなど，意識付けしていきましょう。  
ここがポイント！ここがポイント！ここがポイント！ここがポイント！    
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〈事例〉道徳科における質の高い多様な指導方法について 

図２ 教材：わたしたちの道徳（小学校１・２年）増補版 図３ 学習指導過程作成シート 

イ 年度途中 

道徳教育に関する内容 

 

                                  
 

 

 

〔研修のねらい〕  文部科学省の専門家会議で示された，道徳科に求められる質の高い指導方法である「登場人物への自我関与が中心の学習展開」，「問題解決的な学習展開」について学ぶことで，授業改善を図る。 〔当日の流れ〕 ○道徳教育推進教師が中心となり，教務主任や研究主任と連携し，運営していきます。 １ わたしたちの道徳（小学校１・２年）増補版Ｐ１６８・１６９（図２）を教材に，二つの学習指導過程を図３のシートで考える。【個人作業 ２０分】 ２ 個人で考えた学習指導過程をグループで協議する。【グループ協議 ３０分】 ３ グループで考えた学習指導過程で模擬授業を行う。【全体模擬授業 ３０分】 ４ 模擬授業での気付きを全体で交流する。【全体交流 ２０分】 ５ 道徳教育推進教師がまとめを行う。【まとめ １０分】 

道徳的価値に迫る読み物教材の活用や，道徳的価値に関する問題解決的な学習・体験的な学習など，多様な指導方法を取り入れた授業を展開するために，計画的・組織的に研修しましょう。 

 ○ 道徳科の授業が児童生徒にとって，深く考える主体的・能動的な学習になるためには，何よりもまず教員が能動的な学習者でなければなりません。質の高い多様な指導方法を目指して，研修することが求められます。 ○ 道徳科の指導力向上のために全教員が，授業の準備，実施，振り返りの各プロセスを含め，道徳科の学習指導案の作成や授業実践を少なくとも年に１回は担当して授業を公開するなど学校全体での積極的な指導力向上の取組に努めましょう。 
ここがポイント！ここがポイント！ここがポイント！ここがポイント！    
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〈事例〉 研修テーマ「道徳科の年間指導計画の評価・改善に向けて」〈例〉
（参照例） 期日主題名 内容項目教材名 出　　典ねらい学習指導過程「私たちの道徳」の活用他の教育活動等との関連 あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない％ ％ ％ ％％ ％ ％ ％％ ％ ％ ％

〇どう考えて僕はネット将棋でいきなりログアウトしたのだろう。〇心から「負けました。」と言うことができるのは，どのような思いからだろうか。◎敏和のツッコミに明子と智子は笑ったが，僕が笑えなかったのは，どのようなことを考えているからだろう。学級活動や常時活動において引き続き，p22～27「自分で考え実行し責任をもつ」を活用し，誠実に他者に接することの大切さについて考える。学級活動（自己理解と生活設計）
　誠実に実行し，その結果に責任をもとうとする態度を養う。自主，自律Ａ（１）自分の言動に責任を12月12日（金）

 「私たちの道徳」（文部科学省）ネット将棋

成果と課題
≪授業についての生徒アンケート≫今日の授業はためになったか。自分の思いや考えをもち，振り返ることができた。教材がよかった。

期日主題名 内容項目教材名 出　　典ねらい学習指導過程「私たちの道徳」の活用他の教育活動等との関連 あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない20.0% 73.3% 6.7% 0.0%15.0% 63.3% 21.7% 0.0%23.3% 70.0% 6.7% 0.0%

誠実に実行し，その結果に責任をもとうとする態度を養う。12月12日（金）自分の言動に責任を 自主，自律Ａ（１）ネット将棋  「私たちの道徳」（文部科学省）

教材がよかった。成果と課題 将棋をさしたことがない生徒がほとんどという実態である。そこで，導入においてスポーツと将棋の写真を提示し，将棋では「負けました。」と言って終わることや電子黒板でネット将棋の映像を提示し，全員が共通にイメージをもてたので，教材を手掛かりに考えることができた。授業アンケートでは，「授業はためになった」，「教材がよかった」の数値は高いが，自分との関わりで十分に深められなかったことから中心発問における予想される生徒の反応からさらに深める発問を考えておくことが必要である。

〇スポーツと将棋の違いについて確認をする。〇どう考えて僕はネット将棋でいきなりログアウトしたのだろう。〇心から「負けました。」と言うことができるのは，どのような思いからだろうか。◎敏和のツッコミに明子と智子は笑ったが，僕が笑えなかったのは，どのようなことを考えているからだろう。〇「私たちの道徳」p25に記入し，交流する。学級活動や常時活動において引き続き，p22～27「自分で考え実行し責任をもつ」を活用し，誠実に他者に接することの大切さについて考える。学級活動（自己理解と生活設計）≪授業についての生徒アンケート≫今日の授業はためになったか。自分の思いや考えをもち，振り返ることができた。

ウ 年度途中・年度末                                                                 

〔当日の流れ〕 ○道徳教育推進教師が中心となり，学年主任等と連携し，運営していきます。 １ 客観的なデータを基に，児童生徒の実態を交流する。 ２ 年度当初確認した事項（★）について，各学年会で確認したものをもちより，全体で交流する。 ３ 質疑応答。 ４ 共通理解を図り，今後の工夫・改善に活かす。 
（授業後） ★【年度当初 確認事項】 ①各学年において，道徳科の年間指導計画に基づき，次週の道徳の授業に向けて学習指導過程や「私たちの道徳」の活用の仕方を明示したもの（参照例）で提案する（学年会内輪番制）。 ②提案したものは，共有フォルダ「道徳」→「（該当）学年」に保存しておく。 ③学習指導過程等を追加変更した際は，朱書きしておく。 ④児童生徒のワークシートには，授業についてのアンケート項目を入れておき，児童生徒の受け止めを反映させる。 ⑤「成果と課題」には，ねらいにせまる中心発問であったか等について，具体的な児童生徒の反応から記入する（授業後）。 

道徳教育の要となる道徳科の授業が，より児童生徒の心に響くものとなるように，年度当初に確認した事項を学期ごとに全教員で振り返る時間を設けることで，授業改善を図っていくことができます。また，年度末に行うことで，次年度につながる評価・改善を行うことができます。 

児童生徒自身が自分との関わりで深く考えられるよう，手立てが効果的であったかを見直すことできます。また，具体的な児童生徒の反応から授業を振り返ることにより，発問の構成を再検討するなど，授業改善に生かすことができます！ 
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道徳科の指導においては，児童生徒一人一人が道徳的価値についての理解を基に，自己を見つめ，物事を（広い視野から）多面的・多角的に考え，自己の（人間としての）生き方についての考えを深めることで道徳性を養うという特質を十分考慮し，それに応じた学習指導過程や指導方法を工夫することが大切です。それとともに，児童生徒が自らのよさや成長を実感できるように工夫することが求められます。そのためにも，道徳科の校内研修として，事前研究・授業研究・事後研究を行うなどして，授業改善を図っていくことが大切です。 ※（ ）は中学校 

＜教材分析の例＞ １ 教材を読み，場面ごとにまとめる。 ○ 時間経過，場面の変化等で３～４の場面に分ける。 ○ 各場面を短い言葉でまとめる。 ２ 場面ごとの登場人物の行為，心の動きなど，キーワードとなる表現を読み取る。 ○ 会話文や副詞，形容詞などに注意する。 ３ 登場人物の行為やその奥にある心の動きに含まれている価値を押さえる。 ○ 時間や場所の変化など，行間にも注意する。 ４ 主人公の行為，心の動きを支えている価値を考え，本時のねらいにかかわる中心的な価値，関連価値をはっきりさせる。 ○ 教材の中に含まれている様々な価値を整理する。 ５ 本時のねらいにせまる中心場面を考える。 ○ 授業展開の山場になる。    ○ ねらいによって中心場面は変わる。（主人公の変容場面，葛藤場面，満足場面など） ６ 中心発問を考える。 ○ 複数の発問を想定し，児童生徒の立場から心の動きを予想する。 ○ 児童生徒の多様な考え方を引き出せるような発問を考える。（書かれている内容や行動を問うだけの発問にならない） ７ 中心発問を生かすための基本発問，補助発問を考える。 ○ 基本発問は，精選し，時間をかけすぎない。 

４ 道徳科の校内研修           
 

（１）事前研究をしよう！   ア 教材分析                教材について，ねらいとの関わりで道徳的価値がどのように含まれているかについて検討します。例えば，人物が登場する読み物教材の場合，教材中の登場人物の行為や心の動き，教材に対する児童生徒の感じ方や考え方などを分析し，どのようにすれば学習意欲を高め，道徳的価値の自覚を深めることができるかなどについて多面的に検討しましょう。                          ○ 授業者の教材分析の深さが，授業を成功へと導きます。 ○ 児童生徒の実態を踏まえた，心の動きを予想しましょう。（同じ学習指導案でも，学級によって児童生徒の反応が違います。） ○ 教員の視点での分析とともに，児童生徒の視点でも分析しましょう。 ここがポイント！ここがポイント！ここがポイント！ここがポイント！    
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＜教材分析表（例）＞ ○ 心情曲線を生かした分析表 

 ○ 発問の意図を明確にした分析表 
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 ○ 主人公の変容に着目した分析表                   ○ 登場人物等の関わりを図式化した分析表                   
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１ 主題名 ２ ねらいと教材 ３ 主題設定の理由（主題観・価値観，児童生徒観，教材観・指導観など） ４ 学習指導過程（導入，展開，終末など） ５ その他 （例えば，他の教育活動などとの関連，評価の観点，教材分析，板書計画，校長や教頭などの参加，など） 

  イ 学習指導案の作成 道徳科の学習指導案は，主題のねらいを達成するために，児童生徒がどのように学んでいくのかを十分に考慮し，何を，どのような順序，方法で指導し，評価し，更に指導に生かすのかなど，学習指導の構想を一定の形式に表現したものです。学習指導案の形式に特に決まった基準はありませんが，一般的には次のような事項が取り上げられます。        学習指導案作成の手順や留意点としては，次のようなことが考えられます。教科等との関連，児童生徒の実態や指導内容，さらに指導者の構想や意図により，様々に工夫しましょう。                         

  
   ・観察，アンケートなど                 ・社会の要請，担任の思いなど 
                          ・                         
 

 

 

 

 

                                                                                    
 

 

 

   

児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒の実態をつかむの実態をつかむの実態をつかむの実態をつかむ        学習指導要領・学習指導要領・学習指導要領・学習指導要領・教師の願いをまとめる教師の願いをまとめる教師の願いをまとめる教師の願いをまとめる    ねらいを検討する 教材を吟味する 発問の構成を考える 学習指導過程を考える 発達の段階における 指導方法を工夫する 板書計画を立てる 
 ・事前の実態把握 （豊かな体験活動や日常的な指導，各教科等での指導との関連など） ・事後の個別指導，家庭や地域社会との連携 事前指導・事後指導について考える 

 ○ 学習指導案は，学校の共通財産ともいうべきものであり，だれが見ても分かるように形式や記述を工夫し，学校として蓄積していくことが大切です。 ○ 学習指導過程は，一般的には導入，展開，終末の段階を設定しますが，固定化，形式化することなく，弾力的に扱うなどの工夫も必要です。 
ここがポイント！ここがポイント！ここがポイント！ここがポイント！    

児童生徒がどのような問題意識をもって学習に臨み，ねらいとする道徳的価値を理解し，自己を見つめ，多様な感じ方や考え方によって学び合うことができるかを具体的に予想しながら，それらが効果的になされる工夫を！ 
指導の要点の明確化 ・活用する場面を明確に ・何を考えさせるのか 児童生徒の実態，教材の特質を押さえて  ・教材を提示する工夫 ・書く活動の工夫 ・話合いの工夫 ・動作化，役割演技など表現活動の工夫 ・板書を生かす工夫 ・説話の工夫 
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道徳科学習指導案                                     指導者 □ □ □ □ １ 日 時  平成  年  月  日（ ） 第  校時                                       ２ 学 級  第○学年 ○組 男子○名 女子○名 計○○名                                                                             ３ 主題名  「勤労の喜び」（Ｃ（１３）勤労）            ４ ねらい   「～（主人公の気持ちを考える，行動を考えること）を通して，○○に気付き，○○する道徳的判断力（道徳的心情，道徳的実践意欲と態度）を育てる。」                                                                                ５ 教材名       「○○○」（出典）＊出典を明らかに                                                           ６ 主題設定の理由                                                                    ○ 主題観・価値観（ねらいや指導内容についての教員の捉え方）      ○ 児童生徒観（児童生徒の学習状況や実態と教員の願い）     ○ 教材観・指導観（使用する教材の特質や取り上げた意図） 
     ７ 他の教育活動などとの関わり     ８ 学習指導過程       〈P29 を参照〉                                                       ９ 板書計画 〈P30 を参照〉      
本時の学習を生かすための事前や事後の指導の工夫などを記述する。 ・各教科等との関連 ・体験活動や日常的な指導との関連 ・家庭や地域との連携 など 

主題名は，そのまま児童生徒に提示する必要はないものであるから，主題のねらいが捉えやすいように表現を工夫するとともに，できるだけ簡潔な表現にする。 教材の特質を生かし，道徳的な判断力，心情，実践意欲や態度を育成する視点や主題を児童生徒の実態に結び付けて考え，具体的に記述する。 ・自作の場合は（自作資料），改作した場合は（一部改作）と明記する。 ・私たちの道徳や補助教材の活用があれば付記する。 
・本時に取り上げる内容項目について，学習指導要領解説特別の教科道徳編に即しながら，自分なりの捉え。 ・ねらいを設定した理由やその時期に設定した理由，ねらいに込める指導者の願い。 ・社会から要請されている今日的課題。  などを記述する。 ・ねらいに関連する児童生徒の実態。（よい点，課題となる点） ・ねらいに関わる実態調査の結果，ねらいの必要性。 ・児童生徒に何をどのように期待するのか。  などを記述する。 ・教材の特質や取り上げた意図。 ・児童生徒の実態と関わらせた教材を生かす具体的な活用方法。 ・主題観・価値観，児童生徒観を踏まえ，どの様に授業を展開していくか，指導の方策。 ・指導体制，学習形態，学習活動の工夫。 などを記述する 

ねらいにかかわって，指導の意図や教材の内容，児童生徒の感じ方や考え方の違いなどを視覚的に整理して生かすための工夫を検討する。 

＜道徳科の学習指導案（例）＞ 
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８ 学習指導過程 段階 学習活動 主な発問と予想される児童生徒の心の動き （◎中心発問） 指 導 上 の 留 意 点  （☆評価の観点） 導  入 １ 課題意識を持つ。    (ねらいとする価値に気付く｡) ○ これまでに～したことはありませんか｡ ・ ………。 ・ ………。 〇 今日は，～について考えていきましょう。 
 ＊ 見通しを持って主体的に考え，学ぶことができるように工夫する｡ 

○ ～を提示し，本時の主題への関心・意欲を高め，課題意識を持たせる。     
    展  開  前  段                      

２ 教材｢□□｣を読んで，話し合う。 (1)～の時の，△△の気持ちを考える。   (2)～の時の，▲▲の気持ちを考える。   (3)△△が，～した時の理由を考える。   (4)△△のしたことについて考える｡      (教材や生活体験などを生かしながら，ねらいとする価値を多面的・多角的に捉え，追求･把握する｡) 

  ○  △△(主人公)は，どんな気持ちで～したのでしょう。 ・ ………。 ・ ………。 ○ ▲▲（他の登場人物）は，△△のことを，どう思ったでしょう｡ ・ ………。 ・ ………。 ◎ △△は，どんな考えで～したのでしょう。  ・ ………。 ・ ………。  ○ △△のしたことをどう思いますか。どうすべきだったのでしょう。 ・ ………。 ・ ………。    ＊ 児童生徒の実態と教材の特質を押さえた発問構成を工夫する｡ ＊ 他者の考えと比べ自分の考えを深めるような展開となるようにする。 ＊ 一人一人が意欲的で主体的に取り組むことができるよう表現活動や話合い活動を仕組む。   

 ○ 場面絵やキーワードを提示することで，教材の内容を把握しやすくする。      ○ ワークシートを活用することで，自分の考えをまとめさせる。  ○ グループ活動を取り入れ，多様な考え方に触れることで，自分の考えを検討し，本時のねらいへ迫らせる。              展 開 後 段 
３ 今までの自分を振り返る｡     (自分の生活を振り返り，現在の自分の価値観に気付く｡) 
 

 

○ 今まで～したことはありませんか。どんな気持ちでしたか。 ・ ………。 ・ ………。 ＊ 体験を通して感じたことや考えたこと，また日常の具体的な事柄を話題にするなど，教材に描かれた道徳的価値を自分の問題として受け止めて，深く自己を見つめることが可能になるよう発問を工夫する｡ 
○ 写真を提示し，▲▲体験活動をした時の気持ちを想起することで，自分の生活を振り返らせる。 
 

 

 

 

 

終  末 
４ 本時のまとめをする。     ５ 私たちの道徳p○を聞く。    (学習の整理･まとめをする｡) 
 

○ 今日の学習や自分自身を振り返って，考えたことを書きましょう。 
    ○ 今日の勉強で思ったことを浮かべながら，私たちの道徳○ページを聞きましょう。 
 

〇 自分のこれまでの生活と重ねて考えさせることで，考えの深まりを自覚させ，自分の生き方につなげさせる。 ☆ ～することの大切さに気付くことができる。（発言，ワークシート） ○ 私たちの道徳を読むことで，本時のねらいとする道徳的価値への実践意欲を高める。     
 

 

どんなことを感じて欲しいか，児童生徒の言葉として記述する。 

予想される児童生徒の発言を類型化して記述する。 
中心発問が分かるようにする。 

・アンケート結果の提示 ・絵や写真，実物の提示 等 
・スライド，紙人形等の活用 ・繰り返し提示，部分提示 ・場面絵の提示     等 
・書く活動 ・役割演技，動作化 ・ネームプレートの活用 ・グループでの話合い  等 左の各段階の学習活動に対応して，ねらいに迫るための具体的な手立てを記述する。 ※ ～するために…する。 ※ …することにより，～させる。 ※ ○○な児童生徒には，…する。 ※ ○○については，…を伝えて揺さぶる。 
・共通体験の想起 ・写真やＶＴＲの提示 ・私たちの道徳 ・書く活動  等 
・教員の説話 ・ＧＴの活用 ・ことわざ，格言 ・写真やＶＴＲの提示 等 指導のねらいとの関わりにおいて児童生徒の心の動きの変化などを様々な方法で捉え，指導方法の改善に生かす。 

児童生徒のまとめ例 私は，・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。 
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＜板書例＞ ○ 場面絵や短冊を活用し，考える視点を明確にする 
 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 心情曲線やキーワードを活用し，考えたことを整理する 
 

 

 

 

 

 

 

 

  ○ 板書の中心に生徒が考えたことを掲示し，話合いを深める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 学習課題を掲示し，主体的な学習を促す 
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○ 学習指導要領を正しく理解し，ねらいを設定しているか。 ○ 学校教育目標，研究主題を踏まえているか。 ○ 教材分析は適切か。 ○ 指導方法は効果的か，工夫改善は見られるか。 ○ 本時のねらい，学習展開，時間配分等は適切か。 ○ 評価の観点，評価方法等が作成されており，なおかつ適切か。 ○ ねらいが十分に達成できていない児童生徒に対する手立てが明確になっているか。 等 
 

○ 授業者が，検討会参加者を児童生徒と見立てて授業を行う。 ○ 検討会参加者の一人が授業者となり，他の参加者を児童生徒と見立てて授業を行う。 

ウ 学習指導案の検討     学習指導案の検討を通して，授業者本人が授業に対する意図を明確にするとともに，参観者の授業を参観する視点を明確にすることができます。    ＜学習指導案の検討内容＞                         
エ 模擬授業     学習指導案の改善点をさぐる方法の一つとして，模擬授業があります。模擬授業を行うことで，事前に学習指導案の問題点を具体的に把握し，課題を修正することによってより質の高い授業につなげることができます。また，模擬授業により，事後の研究協議会の柱を明らかにすることができ，協議内容の深まりにもつなげることができます。  ＜模擬授業の方法例＞          

 ○ 授業者は，検討してほしい課題や助言を求める点を明確にしておきましょう。 ○ 授業者は，検討する学習指導案を事前に配付し，特に検討を要する点については，項目をあげて分かりやすくしておきましょう。 ○ 研究主任は，場合によっては，会議室等に集まらなくても，参加者の意見が集約できるような方法を考えましょう。（例：回覧，メールなど） ○ 参加者は，事前に資料とねらいから中心発問を考えるなど課題をもってのぞみましょう。 
ここがポイント！ここがポイント！ここがポイント！ここがポイント！    
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＜模擬授業を取り入れた研究授業までの流れ例＞                                      
 ○ 児童生徒役の教員は，想定される反応を考えながら，児童生徒になりきって行いましょう。 ○ 第三者の立場で，客観的に参加する役も必要です。 ○ 模擬授業後に，ねらいや発問等について協議を行い，改善策を考えましょう。 ここがポイント！ここがポイント！ここがポイント！ここがポイント！    

授業者の意図の共有 

（学習指導案検討） 

模擬授業模擬授業模擬授業模擬授業    

改善策の検討 

他学級での授業 

研究授業研究授業研究授業研究授業    

１時間のすべてを模擬授業するのではなく，展開部分の発問構成や指導の手立てなど，部分的な実施も考えられます。 

学習指導案や略案を基にした模擬授業を実施し，課題等を把握します。 
学習指導案の検討などを通して，授業者の指導意図を共有します。 

課題を踏まえ，発問や指導の手立て，板書計画等の改善策を出し合います。 学年が複数学級の場合は，他の学級で授業を行い，児童生徒の反応を確認します。 
模擬授業の実施により，「授業者だけの授業」という意識から「みんなの授業」という意識をもつことができます。 
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○ 計画した授業内容を念頭に置きながら，児童生徒の反応に対して柔軟に授業を展開しましょう。 ○ 個に応じた指導となるよう，児童生徒の意見や質問，つぶやきを大切にし，授業展開に生かしましょう。 ○ 授業を振り返り，成果と課題を明確にしておきましょう。 ○ 事前に示された研究協議の視点を踏まえて授業を観察しましょう。 ○ 役割を分担して必要な記録を取りましょう。 例：授業記録，ビデオ，板書，教員の発問・声掛け，児童生徒の反応等 

○ 授業のねらい等を具体的に説明したい場面で，ビデオを停止させて説明ができるので，授業者の意図が伝わりやすいです。 ○ 何度でも再生できるので，授業分析を深めることができます。 ○ 限定した場面を全員で見ることにより，協議が焦点化できます。 ○ 授業中には気付かなかったことや見過ごしたことなど，多角的に検討できます。 ○ 協議会を受けて，授業者が再度視聴することにより，振り返りを深めることができます。 

（２）授業研究をしよう！    授業を参観することで，児童生徒の様子や学級全体の雰囲気を共有した上で研究を深めることができます。授業研究を通して，教員の指導力の向上を図るとともに，授業改善に結び付けていくことが大切です。    ＜授業者の留意点＞              ＜参観者の留意点＞         
 

ア ビデオ記録の活用 教室の後方に固定カメラを１台設置して，授業全体の様子を撮影するだけでなく，前方からの固定カメラや移動カメラで撮影することで，児童生徒の様子や表情をとらえることができます。            ＜ビデオ記録活用の利点＞      

教卓主として児童生徒の様子を撮影 
主として指導者の様子を撮影 
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A B C D E F

G H I J K L

M N O P Q R

教卓

イ 授業記録用紙の活用 授業記録用紙は，あらかじめ用意された項目にしたがって，指導者と児童生徒の関わりや児童生徒の学びの様子を時系列に記録し，変化を見取ることができます。全体の印象と個々の事実との関係についてしっかり協議していくことが，検証の場面で大切になります。  ＜参観者による児童生徒の見取の例＞           ＜記録用紙の活用例＞ ① 全体を通して見取る例 時刻 指導者の発問・指示・板書・支援等の様子 児童生徒の発言・活動等の様子 その他     
 ② 個別に見取る例（座席表の活用）       

教卓①全体を通して見取る。 ④グループを見取る。 
③抽出児童生徒を見取る。 ②個別に見取る。 
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③ 抽出した児童生徒を見取る例 ○ 全体を見ながら抽出した児童生徒を見取る 時刻 指導者・児童生徒の発言 観察対象の児童生徒 Ａ Ｂ     
 ○ 抽出した児童生徒を集中的に見取る 時刻 観察場面 指導者の関わり 抽出児童生徒の姿 観察者の所見      

 ④ グループを見取る例 担当（１）班 Ａ児 Ｂ児 班員との関わり 
Ｃ児 Ｄ児 

   研究テーマにあった，記録用紙を工夫してみましょう。 
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その１ 「研究協議の視点」の明確化 研究協議の視点が全員に明確になるようにしましょう。また，授業参観では，その視点に基づいて協議できるようにするために，研究協議の視点を踏まえ，参観しておきましょう。 その２ 授業者からの振り返り 授業者からの授業の振り返りや課題の提示は，具体的かつ明確にしましょう。授業者は，研究協議の視点に即して課題等を具体的に述べましょう。 その３ 客観的な情報の必要性 ビデオによる記録，発問記録，板書記録等，授業についての客観的な記録をもとに協議しましょう。また，研修部は，研究協議の視点にかかわる研修資料を準備しましょう。 その４ 研究協議会への主体的，積極的な参加の必要性 研究協議会の参加者は事実に基づいた具体的な発言を行いましょう。抽象的な発言に終始しては，効果があがりません。また，参加者は協議を深めることにおいて同じ立場に立っていることを自覚し，積極的に発言するとともに，課題と思われる点について授業者や他の参加者に遠慮することなく発言しましょう。 その５ 司会者の役割の重要性 研究協議を深めるためには，司会者の役割が重要です。司会者は，問題を整理し，協議の視点に沿って進行するよう工夫しましょう。指導・助言者を招聘した場合には，指導・助言の時間を適切に取ることができるよう時間配分に留意しましょう。 その６ 「改善計画」の明確化 研究協議会のまとめでは，次の授業提案に向けての課題，改善すべき点等，次へのステップは何かを明確にし，確認し合いましょう。 その７ 中学校や高等学校の研究協議会の活性化 担当教科が違うからこそ，授業を参観する視点も多様化し，協議が深まるというメリットがあります。また，道徳では，指導方法の工夫改善等，教科が違っていても共通の協議の視点も設定できるという良さを生かしましょう。 

（３）事後研究をしよう！ 

ア 研究協議会     研究協議会においては，授業の結果をもとに協議し，授業の成果や課題を明確にする過程を通して，参加者全員の授業の質を高めていくことが大切です。    ＜研究協議会を充実させるためのポイント＞                                 
    

ＣＣＣＣｈｅｃｋｈｅｃｋｈｅｃｋｈｅｃｋ    検証・評価検証・評価検証・評価検証・評価のためにのためにのためにのために    
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＜研究協議会（９０分）の進行例＞ 時間 内容 詳細 ポイント ３分 進め方の説明 研究協議の目的，流れ，時間設定等の説明をする。 事前に研究協議の視点や進行表を配布し，共通理解を図っておく。 ５分 授業意図等の説明および質疑 授業者が次のような視点で説明する。 ・配慮したこと ・授業の成果と課題 ・意見や助言をもらいたいこと 参加者からの質問を受ける。 
授業者は，授業後に，説明することをまとめておく。 参加者は，意見は出さず，質問のみ行う。 30～ 40 分 グループ協議 グループで授業を分析し，成果と課題，改善策を明確にする。 付箋紙等を活用し，ワークシートにまとめる。 課題についての改善策を考える。 10～ 15分 全体発表 各グループの代表者が成果や課題，改善策を簡潔に発表する。 他のグループと重複する内容は割愛する。 10 分 改善策等の共有化 グループ発表で出された意見を整理し，課題を改善するために取組むことを共有化する。 研究主任や進行役が，成果と課題をまとめ今後の方向性を共有化する。 いつまでに何を行うか明確にする。 15～ 20 分 指導助言 外部講師や管理職から指導助言を受ける。 外部講師がいない場合は，管理職等がまとめを行う。 10 分 振り返り 各自のこれまでの実践を振り返り，自分の授業改善を考える。 明日からの授業実践につなげるために，一文発表や一文宣言を行う。 協 議 後 授業者への メッセージ 授業者へメッセージを送る。 授業者が研究授業をやって良かったと思えるように，授業からの学び等，肯定的なメッセージや意見を送る。  ＜効果的な研究協議会例＞ グループ協議 ワークシートへのまとめ 全体発表 振り返り 

   付箋を貼付けながら成果や課題をグループで整理する。 成果と課題を明確にしたワークシートを作成する。 全体で意見交流を行い，改善策を共有化する。 協議を受けて，授業者が「明日からの取組」を発表する。  
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イ ワークショップ型の研究協議 参加者全員が主体的に参加し，成果や課題を明確にして，改善策の共通理解を図りながら協議を深めていくために，ワークショップを取り入れた研究協議を実施していくことが効果的です。協議の目的に応じて，ワークシートを工夫し，協議の効率化を図りましょう。  ① 指導案拡大法（学習指導案に沿って分析できるワークシート）   学習活動 主な発問と児童生徒の心の動き 指導上の留意点 導入 １ ○○○ ○ ・・・・ 
 

○ ・・・・ 展開 ２ ○○○   ３ ○○○ ○ ・・・・ ・ ・・・・ ◎ ・・・・  ・ ・・・  ・ ・・・ ○ ・・・・   ◇ ・・・・ 終末 ４ ○○○ ○ ・・・・  ・ ・・・・  ・ ・・・・ ○ ・・・・  
【特徴】 ○ 拡大学習指導案の学習指導過程に，直接付箋紙を貼付ける。 ○ 学習指導案と実際の授業を対比しながら進めることができる。 【留意点】 ○ 意見が出やすい反面，焦点化するのに時間がかかる，視点を明確にして記入すると効率的である。  ② 時系列法（指導と児童生徒の様子を時系列で分析できるワークシート）   導入 展開 終末 成果    課題    改善策     

【特徴】 ○ 指導の過程に即しているので，初めてでも付箋紙を貼付けやすい。 ○ 成果と課題に分けて貼付けるので，成果や課題が明確になる。 ○ 改善すべき点，次へのステップが何かを明確にすることができる。 【留意点】 ○ 体験活動など，他の教育活動との関連まで視点が広がりにくいことに留意する必要がある。  ③ マトリクス法（協議の視点に沿って分析できるワークシート）   視点１ 視点２ 視点３ 成果    課題    改善策     
【特徴】 ○ 事前に協議の視点を定めておき，その視点について成果と課題，改善策が協議できる。 ○ 全員で改善策まで考えるので共有化が図られ，今後の実践につながりやすい。 【留意点】 ○ 同じ内容に対して評価が分かれる場合，付箋紙の置き方を工夫すると効率的である。 
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 ④ 座標軸法（児童生徒と教員の視点から分析できるワークシート） 

                
ウ 授業評価 授業評価表を作成し，利用することにより，授業全体をバランスよく評価でき，問題点を明らかにすることができます。             

       
【特徴】 ○ 授業の全体を捉えたい場合に有効である。 ○ 横軸は，児童生徒の姿と教員の指導，あるいは，協議の視点などを置き，焦点化した分析ができる。 
 【留意点】 ○ 改善策を考える場合には，新たに大きな付箋を貼付けるなど工夫する必要がある。 課題 

児童生徒 教員 成果 

これらのシートを活用することで，授業を視覚的に構造化して分析することができます。 また，授業の欠点を指摘するのではなく，授業者の立場に立って授業を改善するにはどうすることが望ましいか，お互いに意見を出し合いましょう。 
 ○ 研究協議では，発表しやすい雰囲気づくりをしましょう。 ○ ワークシートを効果的に活用しましょう。 ○ 今後の方向性を明確にし，全員が共通認識をもって取り組めるようにしましょう。 ○ 研究協議のまとめを発行しましょう。 

ここがポイント！ここがポイント！ここがポイント！ここがポイント！    

 ○ 評価項目に，授業者が希望する視点なども入れてみましょう。 ○ 授業者も自己評価を行い，参観者の評価と比べることで，より具体的な授業改善に生かしましょう。 ○ 研究内容などを踏まえ，評価項目を設定し，研究協議の焦点を絞り，協議を活性化しましょう。 
ここがポイント！ここがポイント！ここがポイント！ここがポイント！    
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＜授業評価表例＞                   

  

研究主題をもとに，授業評価の観点を吟味して，評価表を作成しましょう。 

成果や課題だけではなく，改善策も考えましょう。 また，感想や励ましの言葉なども添えるようにしましょう。 
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〈事例〈事例〈事例〈事例１〉１〉１〉１〉    授業研究後の研究だより授業研究後の研究だより授業研究後の研究だより授業研究後の研究だより    

５ 道徳教育改善・充実のための情報発信                                        

研究協議会で出された改善策を日々の授業や次の授業研究の計画に取り入れ，生かしていくことが大切です。また，校外の道徳教育に関する研修会等で得たことは，個人一人のものとせず，積極的に情報発信することで，学校全体の道徳教育の充実を図ることにつながります。 授業研究後に，成果と課題を整理し，ポイントを絞って全員が共通して取り組むことを提示すると効果的です！ 

ＡＡＡＡｃｔｃｔｃｔｃｔionionionion    改善改善改善改善のためにのためにのためにのために    

配付する際に，説明を一言添えると効果的です！ 
授業の様子を写真等で整理して，発信するのも効果的です！ 

明日からの授業に生かせる工夫を行いましょう！ 
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〈事例〈事例〈事例〈事例２２２２〉〉〉〉    道徳教育推進道徳教育推進道徳教育推進道徳教育推進だよりだよりだよりだより((((教員向け教員向け教員向け教員向け))))                                          

道徳教育推進教師が国や県の動向を踏まえ，定期的に情報発信していきましょう！ 
情報提供だけではなく，各学級で取り組んでもらいたいことなどを発信し，組織的な取組にしましょう！ 

吹き出しや図，イラストを使用し，伝えたいことをコンパクトにまとめるのも効果的です！ 
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〈事例〈事例〈事例〈事例３３３３〉〉〉〉    研修（校外）報告研修（校外）報告研修（校外）報告研修（校外）報告だよりだよりだよりだより                                          

学校を代表して，道徳教育に関する様々な研修に参加した場合は，研修で学んだ内容を自分一人のもとで終わらせず，報告だより等でしっかりと還元しましょう。  
 研修の内容を自校の取組に生かしていけるように分かりやすく伝えましょう！  授業研究の際には，授業後の板書を記録しておくと児童生徒の反応や思考の流れが分かりやすく伝えられます！ 
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〈事例〈事例〈事例〈事例４４４４〉〉〉〉    道徳だより，学級だより，学校だより（保護者・地域向け）道徳だより，学級だより，学校だより（保護者・地域向け）道徳だより，学級だより，学校だより（保護者・地域向け）道徳だより，学級だより，学校だより（保護者・地域向け）                                          
保護者の方へ道徳の時間の様子を

知らせることで、家庭でも話題にし

てもらいましょう！ 

 家庭，地域社会と連携し，地域の文化を共に創り，子供たちを育んでいくという意識の下に，よりよい協力体制を築き上げていきましょう！ 

道徳の時間で学んだことが，行事や日常生活に生かされていることを写真等で紹介することで，保護者の方に具体的に理解してもらいましょう。 
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〈事例〈事例〈事例〈事例５５５５〉〉〉〉    道徳道徳道徳道徳だよりだよりだよりだより，学級だより，学校，学級だより，学校，学級だより，学校，学級だより，学校だより（保護者・地域向け）だより（保護者・地域向け）だより（保護者・地域向け）だより（保護者・地域向け）                                          

 各市町道徳教育推進協議会アンケート結果では，「自校では，道徳教育の取組を通信やホームページなどで計画的に紹介しています」と回答した割合は，61.6％であり，より一層の情報発信に努める必要があります。 
道徳教育について理解していただくとともに，家庭や地域で取り組んでいただくことも発信しましょう。 

道徳地域公開について，学校通信やＨＰ等で紹介し，家庭や地域の方に道徳の授業を公開しましょう。 
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〈事例〈事例〈事例〈事例６６６６〉〉〉〉    道徳教育に関する掲示板等道徳教育に関する掲示板等道徳教育に関する掲示板等道徳教育に関する掲示板等                                         

道徳の時間で学習したことを残していきましょう!! 

 教室や校舎内などの環境を整え，児童生徒の豊かな心を育み，道徳的実践への意欲を高めましょう！ 

学習した内容を常に振り返ることのできる道徳的な環境づくりをしていきましょう！ 

発達の段階を踏まえた掲示方法を工夫しましょう！ 

学んだことを全校のものにしていきましょう！ 

全校掲示板を活用しましょう！ 



作成協力校一覧 ○ 平成 26 年度「道徳教育改善・充実」総合対策事業推進校 呉市立呉中央小学校 大竹市立玖波小学校 北広島町立新庄小学校 三次市立川地小学校 東広島市立高美が丘中学校 府中町立府中中学校 海田町立海田西中学校 福山市立城東中学校 河内高等学校 尾道商業高等学校 芦品まなび学園高等学校  
 ○ 平成 28 年度「道徳教育改善・充実」総合対策事業推進校・推進地域センター校 廿日市市立津田小学校 安芸高田市立可愛小学校 三原市立本郷小学校 三次市立甲奴小学校 庄原市立高野小学校 竹原市立忠海中学校 東広島市立志和中学校 安芸太田町立筒賀中学校 尾道市立美木中学校 福山市立駅家南中学校 
 

引用・参考文献 ・文部科学省（平成 20年）「小学校学習指導要領解説 道徳編」 ・文部科学省（平成 20年）「中学校学習指導要領解説 道徳編」 ・文部科学省（平成 21年）「高等学校学習指導要領解説 総則編」 ・文部科学省（平成 26年）「『私たちの道徳』小学校 活用のための指導資料」 ・文部科学省（平成 26年）「『私たちの道徳』中学校 活用のための指導資料」 ・文部科学省（平成 27年）「小学校学習指導要領解説 総則編（抄）」 ・文部科学省（平成 27年）「中学校学習指導要領解説 総則編（抄）」 ・文部科学省（平成 27年）「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」 ・文部科学省（平成 27年）「中学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」 ・道徳教育に係る評価等の在り方に関する専門家会議（平成 28年）「『特別の教科 道徳』の指導方法・評価等について（報告）」 ・広島県教育委員会（平成 27年）「平成 27年度 広島県教育資料」 ・広島県教育委員会（平成 28年）「平成 28年度 広島県教育資料」 ・福岡県教育委員会（平成 25年）「道徳教育実践ハンドブック（改訂版）」 ・兵庫県教育委員会（平成 26年）「指導資料『道徳の時間』の充実のために」 ・広島県立教育センター（平成 26年）「授業研究ハンドブック」 ・千葉県教育総合教育センター（平成 21 年）「校内研究ガイドブック 授業力アップ」 ・鹿児島県総合教育センター（平成 22・23 年度）「みんなで取り組み，学び合う授業研究」 ・徳島県立総合教育センター（平成 20年）「校内研修ハンドブック」 ・岩手県立総合教育センター（平成 19年度）「校内授業研究の進め方ガイドブック」  
道徳教育の参考となるホームページ ・広島県教育委員会「豊かな心を育てる道徳教育コーナー」 http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/12doutoku/ ・文部科学省「道徳教育」 http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/doutoku/  ・広島県立教育センター「学習指導案例集（小学校 道徳）」 http://www.hiroshima-c.ed.jp/web/an/e/dou/index-dou.html ・広島県立教育センター「学習指導案例集（中学校 道徳）」 http://www.hiroshima-c.ed.jp/web/an/j/dou/index-dou.html  


